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9月 第 3・ 4・ 5週 の 主 日 ネL拝 説 教 要 約

9月 15日 1マ ルコ福音書  8:1-10。

『 感謝 、祝福 、分配  』

・ 9月 22日 :マ ル コ福者書  8:14-21.

『  パン種の功罪  』

9月 29口 :マ ル コ福音書  9:33-37.

『 然 るべ き最高位  』

衣笠病院教会 牧師 官原晃一部



≪ 感謝 、祝福 、分配 パ ン種 の功罪  ≫

イエ スの公生涯の 2年 目の春頃 (=ヨ ハ ネ福音書 6章 4節 )で
｀
しょうか 、

過越祭の直前にガ リラヤ湖の東岸で五十人 もの人々の空腹 を満たしたエ ビ

ツー ドが記録 されています 。さらに 、その少 し後に も、やは リガリラヤ湖

の東岸で 、今度は四十た もの人々の空腹 を満たした記事が出ています。前

口 (五 十人 )は 4福 音書の合てに、今回はマルコ福音書 とマタイ福音書に

それぞれ掲載 されています。よく似たエピツー ドであるとは言え、時期が

やや前後 していること、さらに相逹点が幾っかあ り、これらの出来事が 、

ガ||マ の ものであったことは間違いなさそうです。

さて、前日 (五 十人 )の ケースでは、群衆を解散 させ帰宅 させて、その

後 、己が じし食べ物 を調達 させることも一度は検討 されました。しか し、

今回 (四 十人 )の ケースでは、地理的にもまた体力的にも群衆は困窮 して

いる様子です。衰弱 してい く彼 らをIサ予宅 させるとい う選択肢は排除 されま

す。イエ スの弟子たちは、自らの空腹の問題 ともあわせて打つ手がな く、

進退窮まっています。

イエスはイエスで今回のケースが前口よりもはるかにぅう宋刻な事態である

との認識 を弟子たちと共有 しています。21世 紀に生きる私たちが近木来

に味わ うこととなる食糧危機の問題 を、聖書が現代人に突 き付けているか

のようです。

さて、イエスは “前口 "、 弟子たちに対 して、「 あなた方が彼 ら (群 衆 )

に食べ物 を与えな さい 」と、先ずは命 じました。彼 らはこの命令には当惑

した様子でしたが 、所持 していた僅少の備奮 (?!)の「 パン五つと魚二匹 」

をイエスに差 し出しました。

今回のケースでは「 パ ンがセつ と小魚少々」の備昔 (?!)し かあ りませ

ん。これだけでは群衆の腹 を満たすことはできません。ただ、これ も前回

同様 イエスに差 ヒ出されます。弟子たちの出来ることは、これが “全て '

で した。人事 を尽 くして天命を待つにしては、尽 くされた人事には限 りが

あ りました。しか し、ここからは神の “出る幕 "で す。

そこで 、イエスは群衆に地面に座るように命 じ、七つのパンを取 り、
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感謝 してこれ を裂 き…また、小 さい魚が少 しあったので、祝福 して、

それ も配るようにと言われた。  (マ ルコ福音書 8:6… 7)

聖餐式 (=聖体拝領 )と よ く似たイエスの “給 合の奇跡・ に、この時、

弟子たちは前口同様 、再び立ち会 うこととなるのです。僅少ながらも、弟

子たちは包み隠 さず全ての携行食糧 をなげ うったのでした。神殿の献金箱

に レプ トン銅貨二枚 を献げた寡婦のタロく(マ ルコ福音書 12:42他 ).

これらの食糧 を元に 、イエスは体力を消耗 ヒきった群衆の空腹 を満たした

のです。

さて、イエスは満たされた群衆を解散 させた後 、弟子たちと共に舟に乗

ろ うとすると、何処からともな くファリサイ派の人 マが、イエスを試みる

ために近づいて来ます。「 天からの徴 を見せろ 」と。遠目には手品のごと

き給食の奇跡ではな く。一。彼らは沖キ リス トの救いの恵みよりも何 よりも、

天変地異を起 こせば、お前の “超能力 ''を 信 じてやると言わんばか りです。

イエスはここで、神に背 く時代の輩を相手にすることは しませんで した。

さて、万難 を排 し舟に乗 り込むと、弟子たちはまた空腹 を覚えたのか、

携行食糧のパンが不足 していることに気づ きます。するとイエスは、彼 ら

の空腹 を満たすよりも何よりも、先ほどイエスを試みようとしたファリサ

イ派の “パ ン種 "に は気を付けるようにと彼 らを諭すのです。どんな “パ

ン種 "で｀
も欲求を満たすことができるからなので しょうか。

イエスが数十人の空腹 を満たしたとき、数個 しかなかったパンに神の奇

跡の “パン種 "が仕塾 まれ 、これが “功 "を 奏 して次から次へ とパンが量

産 されたのかど うかの説明はあ りません。ただ、その後のイエスの警えに

出て来る警戒すべ き「 ファリサイ派のパン種 とヘロデのパン種 」が “罪障 "

の元とな り、こちらもまi争 殖 してしまうと、今度は、人を “生かす "た めの

神の恵み とは真逆の結果 (・ 不信仰 )を もたらすことになってしまいます。

イエスはその ことを悟 るようにと弟子たちに促 したので した。

《 然 るべ き最高位  》

使徒言行録の 1章 の 、昇天 “直前 "の イエ スと弟子たちの会話 を思い起
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こすと、彼 らの ``悟 り ''に は、 まだ深亥||な 言具解があったことが分か ります。

彼 らはイエスにこう問 うていたので した。

主 よ、イスラエルのために国を建て直 して くださるのは、この時で

すか。 (使 徒言行録 1:6)

そんなことは「 あなたがたの知 るところではない 」とイエスは一蹴 しま

す。これが復活後の “生身の "イ エスと弟子たちとの最後の会話で した。

さて、今日の場面は、イエスの昇天の前年 (頃 )の ことです。彼 らはイ

エスがこの世 を支配 し「 イスラエルのために国を建て直す 」時の 、彼 ら弟

子たちの個 々の地位 (序 列 )の ことを、彼 らだけで邁マ、密かに議論 をし

ていたのです。彼 らの野ミは直ちにイエ スに見抜かれます。愚かな人類の

歴 史を組解 くと、こうした議論が権 力闘争に発展 していったことは明らか

です。イエスは もちろん彼 らの拙い議論に加担することはあ りません。

いちばん先 (上 位 )に な りたい者は、全ての人の後にな り、全ての

人に仕える者にな りなさい。 (マ ルコ福音書 9:35)

イエスの命令は、浅はかな弟子たちにとっては到底 、受け入れられるも

のではあ りません。その前に、イエスの “支配 "な るものがそもそも、い

っ、何処に、どのような仕組みで出現するのか 、これに関する青写真 も何

も明か されません。雲 をつかおような話です。けれども弟子たちの頭の中

では思劣な、この世の支配のイメージがそのまま先行 していたようです。

さて、宗教改革者マルテ ィン・ルターの者 ヒた “キリス ト者の自由
1'の

中に、このイエス 。キ リス トの精神 を正 しく受け継 ぐ言葉があ ります。

キ リス ト者は全ての者の上に立つ自由な主人であって、誰に も服 し

ない 。キ リス ト者は全ての者に仕える僕であって、誰にで
｀
もサi民 する。

神キ リストの本懐は 1500年 後のルターの宗教改革を経てやっと、少

しずっ 、キ リスト教世界に浸透 してゆ くこととなったようです。
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